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基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要
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の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

農林水産業の振興

生産体制の整備

農業経営対策事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

その他

平成 年度～28

①ソフト事業（法律による実施義務有）

農地中間管理事業による利用権設定件数 筆

農地中間管理事業による農地集積面積 ㎡

平成 年度（ 年度決算分）29 28

H26 H27 H28 H30

H26 H27 H28 H30

H30H28H27H26

農地中間管理事業等を活用して認定農業者や集落営農などの担い手への農地の利用集積・集約化を促進し、優良農地の確保や耕
作放棄地の発生防止に努めるとともに、効率的かつ安定的な農業経営体を育成・確保し、地域農業の持続的な発展を図ることを
目的とする。

①農業経営対策事業費（農用地使用集積計画）　②認定農業者育成支援事業費（経営規模拡大支援等）　③農業経営基盤強化促

・認定農業者、集落営農などの担い手
・農用地

認定農業者、集落営農などの担い手に農地を集積し、農用地の有効利用と担い手の経営規模拡大を図る。

達成できた。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 進事業費（スーパーＬ資金利子補給）　④集落営農推進支援事業費（設立支援・経営発展支援）　⑤農業近代化資金利子補給費
　⑥環境保全型農業直接支払交付金　⑦農地中間管理事業費（農地機構を通じた農地の貸借の促進）

％105.0

点35

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

32,024 54,741 34,311 50,353

20,214 42,458 18,609 35,436

11,810 12,283 15,702 14,917

Ａ 継続

農地中間管理事業による農地の集積面積については順調に推移しているが、認定農業者等の担い手不足が課題となっている。

農地機構との連携強化により、引き続き農地の利用集積・集約化を進めるとともに、認定農業者等の担い手の確保・育成を図る。
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